






























れによると、慶安四年（一六五一）に毛利綱広が襲封し、その後、元禄二年（一六八九）に死去するまで桜田には居住しなかったと記されている。また三つ目と四つ目の一つ書の記事では、下屋敷に藩主が居住していた時期には、 上使などへの対応は上屋敷で行ったし、登城などするときの準備も上屋敷で行った で「装束屋敷」と呼び慣わしていたこと、上屋敷には江戸加判役を置き、江戸留守居以下への差図をしていたこ などが記されている。　
ところで最初の一つ書には但し書があり、明暦三年（一六五七）
の類焼までは藩主は上屋敷に居住していたとの異説も紹介している。しかしそのあとで、明暦元年（一六五五） 月の龍昌院死去のさい来邸 た幕府上使を迎える め、藩主も上屋敷 出向き公儀人固屋で相対したとの記録をもっ 、この時点では 居住していなかったはずだ する。したがっ もし上屋敷 居住していた時期があるのならば、それは明暦元年七月から明暦三年正月の類焼まで一年ほどの期間となるが、 こ につい の記録が く判断しがたい、とのべている。　
こうした「邸」における江戸上屋敷の変遷をみると、明暦二年七
























三田尻御用に転役させることにしたとの指示を児玉淡路・繁沢二郎兵衛から受けたとある。 ただし目下上屋敷の普請に配属されておりそれが終わる来春をまってはどうか、との意見もありながら、結局ただちに交代す こととな た め この日記は十一月十日までで終わっている。　
そうして目付役を止め、上屋敷普請への関与もなくなったため、
十一月四日、 五日 は後任の桂権左衛門に職務の引継を行 ている。すなわち配属されていた手子を引き渡すこと、御門出入の様子や普請の内容を詳しく申し伝えること、 さらに 「古屋」 も引き渡 ている。  さらに十一月九日の記事からは、源兵衛とその手子二名（井上と
佐々木）が奥判していた作料大工など諸職人 出勤帳簿、四 一日から十一月二日までの分を国司隼人に預けたとある。これによって明暦二年四月一日には屋敷の普請が始ま ことは確実で ろう。　
こうした波多野日記の記載によって、明暦二年四月一日には上屋
敷の普請が始まっており、十一月一日は門の普請につ ての入札が行われ、年内の完成が約されていたこと、それは来春早々の徙移を




















早い時期 ら普請が請負業者の入札によって遂行されていたことについては、たとえば最近では藤田覚氏 指摘もある（藤田覚「近世の請負入札」 『東京大学日本史学研究室紀要別冊
　
近世政治史論叢』
二〇一〇年） 。十七世紀半ばにおいて、江戸 いわば民間社会の力量に依存する形で普請が遂行されてい 、そのこと自体 格段に目新しいことではない。ただし近世後期 も、国元から大工を招致し、それに遂行させることは往々にし 見られ ことである。そもそも萩藩は、承応二 （一六五三）には萩城下で町大工の作料改を行い、水役による動員体制を構築していたわけで、すでに国元からの職人の動員はいつでも可能な状態にあった。さら 『県史』所収差図を見ると 表御殿の部分に 「御国御材木」 とされる箇所と 「御
買木」とある箇所とがあり、材木についても国元から供給することもあれば、江戸（ないし上方など）で購入することもあったことがうかがえる。いかな ばあいに国元での役をとおした職人・労働力や資材の徴発による普請が行なわれ、あるいは江戸での業者による請負がなされたのか 近世の早い時期から両者は併存してい ように思えるわけで、互いの関係が疑問と ってこよう。　
三つ目に史料論的な問題として、とくに近世前期について、公開
されている毛利家文庫を補うも としての家臣の家文書の重要性である。 江戸屋敷の問題でいえば、 江戸詰めと った 臣の家を当たってみる必要がありそうである。そうした文書群として益田 がすでに著名だが、そのほか中小の文書群についても精査が必要なように思う。史料１
  山口県文書館毛利家文庫「館邸」二「邸」
一














































































































































































































 御下屋敷可罷出之由 間罷出候、淡路殿被仰渡候、上御屋敷へ桂権左衛門被遣候、旁手子中権左衛門方へ引渡可被申 然ハ御門
出入之様子・御普請之趣具
ニ可被申伝之由
ニ候事
（十一月五日）一
 桂権左衛門此御屋敷被参候付、古屋引渡申候、左候
而御門之次第 ・
御普請方之様子申伝候、手子方中引渡申候事
（十一月九日）一
 当四月朔日ゟ十一月二日迄御普請方日
（ママ）
用作領大工・小曳・さくわ
ん・石切・とひ口・やり声
（ママ）
・瓦師・ぬし・絵書・車力日々究候後
付、当所兵庫殿へ当、下横目四人判形、其奥井上藤兵衛・佐々木二郎兵衛（波多野源兵衛手子） 、其奥拙者判形仕、帋ノ袋
ニ入、相
認、国
　
隼人殿へ預置候事
【付記】
小論の内容は、二〇〇九年一月一二日開催、作事科研Ⅱ例
会にて報告したものである。当日出席のみなさんから貴重なご教示をいただいたことを記しておきたい。
一〇六
